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議員  シニア世代が希望に合わせて働く「生きがい就
労」に適した仕事の創出、多様なニーズに合っ
た健康増進メニューの提供などの幅広い取り組
みで、衰えを防止し人生を最後まで楽しめる施
策を。

市長  シニア社会参加推進プランを策定し、就労、健
康づくり、地域活動、学習などのメニューを作
る。幅広いニーズやライフスタイルに対応した
い。

議員  駄菓子中心の乏しいおやつの改善と、おやつ以
外の面にも民間を活用し、質の向上を。

市長  食育や栄養面にも考慮したおやつ選定を行うよ
う、関連予算を拡充するほか、保育の質向上を
目指し、民間事業者に委託しノウハウの提案を
求める。

議員  マンションの老朽化が進む中、その管理は重要
な課題。管理組合ごとに実力が異なるが、金銭
面・マンパワーの負担増などの課題へのサポー
トは。

市長  マンション管理の推進計画、認定制度を創設し、
管理水準の底上げや、資産価値向上を狙う。認
定取得のためのセミナーや、専門家の具体的な
アドバイスを提供するなどサポートを充実して
いく。

議員  近年、ますます不登校の小中学生が増加してい
る。不登校児の選択肢を拡大する取り組みを。

市長  一人ひとりのニーズに応じた教育を進める。
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議員  二枚橋交差点から戸田駅に通じ、まちの玄関口
ともいえる「都市計画道路前谷馬場線」の拡幅
整備は、交通安全や都市景観の面からも注目度
の高いものであり、着実な前進が求められてい
る。前谷馬場線の整備状況と今後の計画は。

市長  新曽柳原交差点より南側の第１工区は今年度中
に完成する予定である。新曽柳原交差点より北
側の第２工区は用地取得率が約 53％で、引き
続き用地取得を進める。また、用地交渉がまと
まった箇所は、交通安全対策などの効果が見込
まれる場合は暫定的な整備を検討する。

議員  公共施設等総合管理計画の改訂に当たり、スポー
ツセンターの在り方を含め、公共施設の管理に
対する考え方を伺う。

市長  公共施設等総合管理計画の改訂に当たり、施設
寿命のみに捉われず、必要に応じて施設の在り
方を検討し、本市の将来を見据えて本当に必要
な施設を計画的に再考していく仕組みを構築す
る。スポーツセンターについては、公共施設等
総合管理計画の改訂内容との整合性を図り、老
朽化や市民ニーズの変化、課題などを整理し、
今後の在り方について複合的に検討していくた
め、調査、検討業務を令和５年度に実施する。
建て替えを含め、既存の改修計画との比較検討
を行う。

議員  ケアラー支援条例の制定によるヤングケアラー
支援の推進について伺う。

市長  ケアラー支援調整連絡会を設置し、関係機関の
連携により、ヤングケアラーへの支援を進める。

　
議員  こども家庭センターの設置に向け、具体的な内

容と推進について伺う。
市長  ４月から先行して設置し、すべての妊産婦、子

育て世帯、子供への一体的な相談支援体制を強
化していく。

議員  地域防災力の向上を目指す、実践的な防災訓練
の実施について伺う。

市長  地震・風水害の被害と対処事項を取りまとめ、
防災訓練のシナリオや役割分担を作成し、実践
的な防災訓練へと見直していく。

議員  住民票や印鑑証明書を、記入せずに申請できる
「書かない窓口」の推進について伺う。

市長  行政のデジタル化推進の一環として、令和４
年 12 月から「おくやみコーナー」を導入した
他、市民からの申請を受け付ける窓口について
も「書かない窓口」を拡大していく。さらなる
市民の利便性向上に努めるとともに、デジタル
市役所の実現に取り組んでいく。
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総括質問とは、新年度の施政方針に対
する質問で、２人以上で構成する会派に
よる代表制質問のことです。

今定例会では、３月 3 日の本会議にお
いて、５人の議員が会派を代表して総括
質問を行い、市長の施政方針に対して考
えをただしました。

ここに掲げたのは、その質問・答弁の
大要で、質問者本人が執筆しています。

なお、各ページに掲載しているＱＲコ
ードから、各議員の総括質問の録画配信
映像をご覧いただけます。


